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安全にご使用いただ くために

怪我を避け、本製品やこれに接続されている製品への損傷を防止
するために、 以下の安全性に関する注意を よ く 読んで く ださい。 

安全にご使用いただ く ために、本書の指示に従って本製品をご使
用 く ださい。

保守点検手順を実行でき るのは、資格のあ るサービ ス担当者のみ
です。

火災や怪我を避けるには

適切な電源コードを使用して ください。 本製品用に指定され、 使用
国で認定された電源コード のみを使用し て く ださい。

接続と切断は正し く行って ください。プロ ーブと 検査リ ード は、 電
圧ソ ース に接続さ れている 間は接続ま た は切断し な いでく だ
さ い。 

接続と切断は正し く行って ください。 プローブ出力を測定機器に接
続してから、 プローブを被測定回路に接続して く ださい。 プロー
ブ入力と プローブの基準 リ ード を被測定回路から切断した後、プ
ローブを測定機器から切断して く ださい。 

すべての端子の定格に従って ください。 火災や感電の危険を避け る
ために、 本製品のすべての定格と表示に従って く ださい。 本製品
に電源を接続する前に、 定格の詳細について、 製品マニュ アルを
参照して く ださい。

適切なプローブを使用して ください。 感電の危険を避け る ために、
測定には適切な定格のプローブを使用し て く ださい。
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フローティングについて。 P2220 プローブ基準 リ ード が 30VRMS を

超えてフ ローテ ィ ング しないよ うにして く ださい。基準 リ ード が
30V RMS を超えてフ ローテ ィ ングする場合は、 高電圧プローブの

定格に基づいて、 P5120 （600VRMS CAT II または 300VRMS CAT III

までフ ローテ ィ ング可能） または同様の定格の受動高電圧プロー
ブか、 あ るいは適切な定格の高電圧差動プローブを使用し ます。

電源オフ。 電源コード を抜く と、 主電源は切断されます。 

適切なバッテリと交換して ください。 指定された正しいタイプおよ
び定格のバッ テ リ と交換し て く ださい。  

バッテリに正し く充電して ください。 バッ テ リ は、 推奨された充電
サイ クルでのみ充電して く ださい。

適切な AC アダプタを使用して ください。 この製品に指定された AC
アダプタのみを使用して く ださい。

カバーを外した状態で動作させないでください。カバーやパネルを外
した状態で本製品を動作させないで く ださい。 

回路の露出を避けてください。電源がオンの と きに、露出した接続
部分やコ ンポーネン ト に触れないで く ださい。 

障害の疑いがあるときは動作させないでください。本製品に故障の疑
いがあ る場合は、資格のあ るサービス担当者に検査を依頼し て く
ださい。

動作環境について。汚染度 2 （IEC61010 - 1 ： 2001 で定義）。 導電
性の汚染物質が存在する環境では動作さ せな いでく ださ い。
環境特性については、 『TPS2000 オシ ロ ス コープ ・ ユーザ ・ マ
ニュ アル』 の付録 A を参照し て く ださい。

湿気の多いところで動作させないでください。  

爆発しやすい環境で動作させないでください。

製品表面を清潔で乾燥した状態に保ってください。 
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適切に通気してください。適切な通気が得られる よ うな製品の取り
付け方法の詳細については、マニュアルの取り付け方法を参照し
て く ださい。

電気的な過負荷を避けてください。怪我や火災を避けるために、 あ
らゆる入力 （基準入力を含む） に、 グ ラ ン ド からの差がその入力
の最大定格を超える よ うな電位をかけないで く ださい。

回路の露出を避けてください。 電源がオンの と きに、 露出した接地
部分やコ ンポーネン ト に触れないで く ださい。

感電を避けてください。怪我や死亡事故を避けるために、 プローブ
と検査 リ ード が電圧ソースに接続されたま まの状態で、それらの
接続や切断を行わないで く ださい。 

製品表面を清潔で乾燥した状態に保って く ださい。 感電や測定値が
不正確にな る こ と を避けるために、プローブの表面は清潔で乾燥
した状態に保って く ださい。

基準リードを正し く取り付けて ください。 複数のオシ ロ ス コープ ・
チャンネルを使用する場合は、 各チャンネル用のプ ローブ基準
リ ー ド を測定対象と する回路コモン基準に直接接続する必要が
あ り ます。 こ の よ うな接続が必要なのは、 オシ ロ ス コープの各
チャンネルが絶縁されているからです。 これらのチャンネルは、
共通のシャーシ接続を共有していません。信号の正確さ を適切に
維持するため、各プローブではできるだけ短い基準 リ ード を使用
し ます。 

疑問符 （?） が表示された場合。測定値の後ろに疑問符 （?） が表示
された場合、および値の代わ り に疑問符が表示された場合は、値
が範囲を超えてい るか、 その他のエラーが発生し てお り 、 表示
されてい る測定値が無効で、 危険な電圧が発生し ている可能性
があ り ます。 垂直スケールま たは垂直位置を再調整するか、 ま
たは前面－パネルの AUTOSET （オー トセッ ト ） ボタンを押し て
く だ さい。
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記号と用語

本マニュアル内の用語。本マニュ アルでは、次の用語を使用し ま す。 

本製品に関する用語。 本製品では、 次の用語を使用し ます。

「危険」 のマーキングが表示されている場合、 怪我をする危険が
切迫している こ と を示し ます。 

「警告」 のマーキングが表示されている場合、 怪我をする可能性
があ る こ と を示し ます。 

「注意」 のマーキングが表示されている場合、 本製品を含む資産
に損害が生じ る可能性があ る こ と を示し ます。

本製品に関する記号。 本製品では、 次の記号を使用し ます。

警告 : では、 怪我や死亡の原因と なる状態や行為を示し ます。

注意 : では、 本製品やその他の施設や機材に損害を与える状態や
行為を示し ます。

注意
マニュアルを参照

スタンバイ シャーシの
グランド
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Tektronix の連絡先

住所 Tektronix, Inc.

部署名または個人名 （わかる場合）

14200 SW Karl Braun Drive

P.O. Box 500

Beaverton, OR 97077

USA

ホーム

ページ

www.tektronix.com

テク ニカル・

サポート

電子メール ： techsupport@tektronix.com

午前 6:00 ～午後 5:00 （太平洋岸標準時）
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はじめに

TPS2PWR1 電源解析アプ リケーシ ョン・ソ フ ト ウ ェアは、TPS2000
シ リ ーズのオシ ロ ス コープに電力測定機能を追加し ます。 

追加される機能は次の とお り です。

� 電源解析 - 一対の電圧波形と 電流波形の有効電力、 無効電

力、 力率、 および位相角度を計算し ます。

� 波形解析 - 波形の RMS 値、 波高率、 および周波数を計算し

ます。

� 位相角度 - 3つの電圧波形または電流波形の各組み合わせ間

の位相角度を計算し ます。

� 高調波 - 最大 50 の高調波を計算し、各高調波の基本周波数

に対する位相角度、 基本周波数の割合、 および波形全体の
THD/TDD 値を表示できます。

� ス イ ッチング ・ ロ ス - 一対の電圧波形 と 電流波形のター

ン ・オン ・ ス イ ッ チング ・ ロ ス、 ターン ・オフ ・ ス イ ッ チ
ング ・ ロ ス、 伝導損失、 および ト ータル ・ ス イ ッ チング ・
ロ ス を計算し ます。

� dV/dtカーソルおよび di/dtカーソル - 1つの波形上の 2つの

カーソル間の dv/dt または di/dt を計算し ます。
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基本操作

定格および基本操作については、『TPS2000 ユーザ・マニュ アル』、
『P2220取扱説明書』、 および 『P5120取扱説明書』 を参照し て く
ださい。 安全性、設置、 基本チェ ッ ク、 プローブ減衰／スケー リ
ング設定、 自己校正などの説明も あ り ます。

定格

TPS2000

TPS2000 のオシロ スコ ープの定格は、コ モンへの信号は 300V CAT II
で、グラ ンド 基準を基準と する フロ ーティ ングは600V CAT IIです。

P2220

P2220 受動プローブの定格は次の とお り です。

X10の場合：アースに接続された300VRMS CAT IIプローブ・チ ッ プ

X1 の場合：アースに接続された 150VRMS CAT II プローブ・チ ッ プ

プローブ基準 リ ー ド のアースに対する フ ローテ ィ ング電圧の定
格は、 最大 30Vです。

P5120

P5120 受動高電圧プローブの定格は次の とお り です。

アースに接続された 1000VRMS CAT II プローブ ・ チ ッ プ。

プローブ参照 リ ー ド のアースに対する フ ローテ ィ ング電圧の定
格は、 600VRMS CAT II です。
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過電圧カテゴ リ

過電圧カテゴ リ は、 次のよ うに定義されています。

� CAT III ： 配電レベルの本線、 固定設置

� CAT II ： 局所レベルの本線、 各種器具、 携帯用機器

� CAT I： 信号レベル、 特別な機器ま たは機器の部品、 遠隔

通信、 電子機器

よ り詳細な製品仕様は、 TPS2000 のユーザ ・ マニュ アルおよび
各プローブのユーザ ・ マニュ アルに記載されています。
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起動

TPS2000 シリ ーズのオシロ ス コ ープに TPS2PWR1 アプリ ケー
ショ ン・ モジュ ールを イ ン ス ト ールする には、次の手順を実行
し ま す。

ESD の予防措置に従います。

オシ ロ ス コープやアプ リケーシ ョ
ン ・ モジ ュールの損傷を回避する
ために、 静電気放電 （ESD） 予防
法を遵守し て く だ さい。 ESD ス ト
ラ ッ プを使用し ます。

アプ リ ケーシ ョ ン ・ キーを挿入し
ます。

オシ ロ ス コープの電源をオフにし
た状態で、 ディ スプレイの下、 右
端付近のス ロ ッ ト に電源解析アプ
リケーシ ョ ン・キーを挿入し ます。
キーの ラベルが上に向く よ うにし
て く ださい。

オシロスコープの電源をオンにし
ます。

ディ スプレイの表示が現れる まで
待ちます。サイ ド ・ メニューの OK
ボタンを押し て、 次に進みます。 
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オシロスコープにプローブを取り
付け、 プローブをセ ッ ト ア ッ プ し
ます。

フ ロ ン ト ・パネルで、CH 1 MENU、
CH 2 MENU、 CH 3 MENU、 CH 4
MENU のいずれか適切なボタンを
押 し、 サ イ ド ・ メ ニ ュ ー か ら
Voltage （電圧） または Current
（電流）の う ちの適切な方を選択し
て、サイ ド・メニューで Attenuation
（減衰） を選択し ます。 

電圧プローブを補正します。

P5120 プロ ーブの場合は、プロ ーブ
をオシロ ス コ ープのチャンネル 1
に接続し ま す。こ れを行う には、プ
ロ ーブ のコ ネク タ のス ロ ッ ト と
CH1 BNC のキーを揃えて押し込
み、 右に回し て固定し ま す。

プローブ ・ チ ッ プ と 基準 リ ード を
PROBE COMP端子に接続し ます。
各プローブに対し て、 こ の操作を
繰り返し ます。

必要に応じ て、 電流プローブを消
磁し ます。

CH 1

CH1

CH 1
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回路へのプローブ接続の例につい
ては、 このマニュ アルの 「 リ ファ
レン ス」 にあ る アプ リケーシ ョ ン
例を参照し て く だ さい。

画面に疑問符 （?） が表示されてい
る 場 合、 フ ロ ン ト ・パ ネ ル の
AUTOSET （オー トセッ ト ） ボタン
を押すか、 以下で説明する手順で
オシ ロ ス コープを調整し ます。

電源解析メニュー、 波形解析メ
ニュー、 および位相角度メニュー
での自動計測を最適化するには、
オシ ロ ス コープを以下のよ うに調
整し ます。

・ TPS2000 に少な く と も 1サイ ク
ル分の波形が完全に表示される

・各波形の振幅が 2目盛よ り大き
く な る

・ すべての波形データ ・ポイ ン ト
が画面に表示される

・各サイ クルが水平方向に少な く
と も 1目盛分は広がる
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オシ ロ ス コープの基本的なセッ ト ア ッ プの詳細については、
『TPS2000 ユーザ ・ マニュ アル』 を参照し て く だ さい。

アプ リ ケーシ ョ ンを起動します。

フ ロ ン ト ・パネルの APPLICATION
（アプ リケーシ ョ ン）ボタンを押し
て、 電源アプ リ ケーシ ョ ン機能に
アクセス し ます。 オシ ロ ス コープ
の右側のサイ ド ・ メニ ューに、 電
源アプ リケーシ ョ ン ・ メニューが
表示されます。 こ こ には、 以下に
挙げる よ うな電源測定のメニュー
項目が表示されます。 

電源アプリケーション 説明

Power Analysis
（電源解析）

有効電力、 無効電力、 力率、 位相角度

Waveform Analysis
（波形解析）

サイ クル RMS、 波高率、 周波数

Phase Angles
（位相角度）

CH1、 CH2 の間の、 あるいは 4 チャ ンネル ・
モデルの場合は、 CH1、 CH2、 CH3 それぞれ
の間の度単位での位相角度

Harmonics （高調波） 基本 RMS、 高調波の位相、 周波数、 RMS

Switching Loss
（スイ ッ チング ・ ロス）

ターン ・ オン ・ ロス、 ターン ・ オフ ・ ロス、
伝導損失、 および全損失
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モジュール ・ インストールの確認

以下の表で、アプ リケーシ ョ ン ・モジュールが正常にイ ン ス ト ー
ル されている こ と を確認し て く だ さ い。 オシ ロ ス コープにアプ
リ ケーシ ョ ン ・ モジ ュールの メニ ュー項目が表示されない場合
は、 1-9ページのモジ ュール ・ イ ン ス ト ールの ト ラ ブルシ ュー

テ ィ ングの手順を実行し ます。

確認対象モ
ジュール

使 用 す る フ ロ ン
ト ・ パネル・ ボタ ン 確認内容

TPS2PWR1 APPLICATION 画面の右側に、 Power という タイ ト
ル ・ ラベルの付いたメニューが表示
されます。
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モジュール・ インスト ールのト ラブルシューティ ング

電源投入時にオシ ロ ス コープがアプ リケーシ ョ ン ・ モジ ュール
を認識し ない場合は、 以下の手順を実行し ます。

1. オシ ロ ス コープの電源をオフにし ます。

2. 前述の ESD の予防措置に従います。

3. アプ リケーシ ョ ン ・ モジ ュールを取り外し ます。

4. アプ リケーシ ョ ン ・ モジ ュールのコ ンタ ク ト が破損し てい
ないかど うか調べます。

5. アプ リケーシ ョ ン ・ モジ ュールをオシ ロ ス コープに挿入し
直し ます。

6. オシロ ス コ ープの電源をオン にし ま す。 こ れでもオシロ ス
コ ープにアプリ ケーショ ン ・ メ ニュ ー項目が表示さ れない
場合は、 アプリ ケーショ ン ・ モジュ ールかモジュ ール・
ス ロ ッ ト に問題があり ま す。 お近く の Tektronixサービス ・
センターに連絡し て、 問題を 解決し てく ださ い。
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電源解析

電源解析メニューの機能を使用する と 、 営業所や工場などの場
所での全般的な電源品質を調べる こ と ができます。 お使いの設
備の電力の使用効率を調べた り 、 異常のあ る装置の ト ラブル
シ ューテ ィ ングを行 う こ と ができます。 

開始するには、 以下の図に示すよ うに、 TPS2000 と 適切な受動
電圧プローブ （P5120 など） および電流プローブ （A622、TCP305
など） を配電シ ス テムのテ ス ト し たい場所に接続し ます。 試験
する回路に よ っては、 これ と は異な るプ ローブが必要にな る場
合も あ り ます。 

P3

P2

P1

S3

S2

S1

警告 ： P2220 プローブ基準 リ ー ド が 30VRMS を超えてフ ロー

テ ィ ング し ないよ う にし て く だ さい。 基準 リ ー ド が 30VRMS を

超えてフ ローテ ィ ングする場合は、 高電圧プローブの定格に基

づいて、 P5120 （600VRMS CAT II または 300VRMS CAT III までフ

ローテ ィ ング可能） または同様の定格の受動高電圧プローブ

か、 あ るいは適切な定格の高電圧差動プローブを使用し ます。
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Power Analysis （電源解析） ボタンを押し て、 電源解析メニューを
表示し ます。 電圧と電流のソース波形および関連測定値が、オシ

ロ ス コープに表示されます。 また、瞬間的な電力関数 （V * A） の
演算波形も自動的にセッ ト ア ッ プおよび表示されます。

これらの電源解析機能は、 ソース電流波形 と ソース電圧波形の
相互作用を解析し ます。 この操作では、 電圧プローブ と 電流プ
ローブの両方を使用する必要があ り ます。
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このメニューには、 以下のメニュー項目と 値が入っています。 

メニュー項目 説明

Sources チャ ンネルの組み合わせを選択し ます。 4 チャ ンネ
ルのオシロスコープでは、 CH1 と CH2、 または CH3
と CH4 のいずれかを選択し ます。

2 チャ ンネルのオシロスコープでは、 ソースは CH1
と CH2 に固定されています。

CH1 と CH2、 および CH3 と CH4 は、 電圧波形と電
流波形の組み合わせになっ ている必要があ り ます。
演算乗算波形は、 常に、 選択されている ソースを使
用するよ う に設定されます。

True Power 有効電力が表示されます。 演算による V * A 波形の

平均値を取り込むこ と によ り計算されます。

Reactive Power 無効電力 （VAR） が表示されます。 電圧波形の RMS
値と電流波形の RMS 値、 および位相角度の正弦を
掛け合わせる こ と で算出されます。位相角度の計算
については、 このマニュアルの位相角度の説明を参
照し て く ださ い。
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True Power 
Factor

有効電力の皮相電力に対する比率 （0 ～ 1） が表示
されます。 皮相電力は、 電圧波形の RMS 値と電流
波形の RMS 値を掛ける こ と で算出されます。

一般的には、 力率が高いほどエネルギーの使用効
率がよいこ と を意味し ます。

純粋な抵抗回路は、 1.0 の力率を持ちます。 純粋な
誘導性回路は、 0.0 の力率を持ちます。

Phase Angle 余弦が力率と なる角度 （-90° ～ +90°） が表示され
ます。 正弦波形では、 この値は位相角度メ ニュー
で測定される位相角度と同じ ですが、 非正弦波形
では、 これら 2 つの位相角度の測定値は異なる場
合があり ます。

CH1 の波形 （通常は電圧） が CH2 の波形 （通常は
電流） よ り先行し ている場合、 この角度は正にな
り ます。 CH1 の波形が CH2 の波形よ り遅れている
場合は、 角度が負にな り ます。

メニュー項目 説明



電源解析

TPS2PWR1 電源解析ユーザ ・ マニュ アル 2-5

サンプル結果

次に、 結果を 解析し ま す。 以下の図で、 図式化し た例を 示し
ま す。

力率＝ 1

位相角度＝ 0°

電圧 と 電流が同調し ている。
抵抗回路。

力率＝ 0.707

位相角度＝ 45°

電流が電圧よ り 45°遅れている 。
回路は部分的に誘導性である 。

力率＝ 0.9

位相角度＝ 0°

電圧 と 電流が同調し ている。
可変速モーター ・ ド ラ イブ特
有の不平衡電流。

力率＝ 0.9

位相角度＝ 0°

電圧 と 電流が同調し ている。
ス イ ッチング電源特有の不平
衡電流。
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操作上のヒ ン ト

� 電源解析メニューに入る と 、 オシ ロ ス コープによ り 、 ソー

ス と し て選択されているチャンネルが自動的にオンにされ

ま す。 さ ら に、 演算乗算電力波形 （V * A） もオン になり
ま す。 セッ ト ア ッ プにその他の変更が加えられる こ と はあ
り ません。

� このメニューでの電力測定は、 電圧波形レコード の中で検

出されたすべての完全なサイ クルに基づいて行われます。 

� こ のメ ニュ ーで使用さ れる 値を、以下の図に詳し く 示し ま す。
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� 測定値の後ろに疑問符 （?） が表示された場合、 および値の

代わ り に疑問符が表示された場合は、 値が範囲を超えてい
るか、 その他のエラーが発生し てお り 、 表示されている測
定値が無効で、 危険な電圧が発生し ている可能性があ り
ま す。 垂直スケールま たは垂直位置を再調整する か、 ま
たは前面－パネルの AUTOSET （オー トセッ ト ） ボタンを
押し て く だ さい。

注 ： どの電源アプ リ ケーシ ョ ン測定を行 う にも、 TPS2PWR1 アプ

リ ケーシ ョ ン ・ キーがイ ンス ト ールされている必要があ り ます。
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波形解析

波形解析メニューの機能を使用する と 、 波高率を測定し て、 電
源品質の状態を よ り詳し く評価する こ と ができます。 この機能
は、 オフ ィ スや工場など、 特定の分岐にかかる負荷が変化し
て、 接続された負荷への電源品質に影響を及ぼすよ うな場合に
便利です。

電圧または電流のいずれかの波高率を測定する ためのセッ ト
ア ッ プの例を、 以下の図に示し ます。
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P3

P2

P1

S3

S2

S1

P5120A622

警告 ： P2220 プローブ基準 リ ー ド が 30VRMS を超えてフ ローティ

ングし ないよ う にし てく ださ い。 コ モン・ リ ード が 30 V RMS を

超えてフ ローテ ィ ングする場合は、 高電圧プローブの定格に基

づいて、 P5120 （600VRMS CAT II または 300VRMS CAT III までフ

ローテ ィ ング可能） または同様の定格の受動高電圧プローブ

か、 あ るいは適切な定格の高電圧差動プローブを使用し ます。
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Waveform Analysis （波形解析） ボタンを押す と 、 画面の右側に
波形解析メニューが表示され、 ソース電圧またはソース電流の
波形がメニューの左側に表示されます。 オシ ロ ス コープの画面
には、 ソース波形 と 測定値が表示されます。 

これらの波形解析機能によ り 、 個々の波形の解析に役立つ測定
値が得られます。 これらの操作には、 個別の電圧プローブまた
は電流プローブを使用する必要があ り ます。
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メニューには、 以下のメニュー項目と値が入っています。

メニュー項目 説明

Source チャ ンネルを選択し ます。 CH1、 CH2、 または
MATH のいずれかを選択し ます。 
4 チャ ンネル ・ モデルでは、 CH3 または CH4 も選
択できます。

Cyc RMS 選択し た波形の最初の完全なサイ クルの RMS 値が
表示されます。 

Crest Factor 最初の完全なサイ クルの RMS 値に対する波形全体
の最大値の比率が表示されます。 

これは、 信号のピーク値と RMS 値の比です。 

純粋な正弦波の場合は 1.414 と な り、 50% のデュー
テ ィ ・ サイ クルの方形波の場合は 1.0 と な り ます。

電圧の波高率は、 間接的に AC 電源の純粋さ を示し
ます。

電流の波高率は、 間接的に高い AC ピーク電流を描
く 負荷の能力を示し ます。

Freq 周波数 （最初の完全なサイ クルの周期の逆数） が
表示されます。
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サンプル結果

次に、結果を解析し ま す。以下の図で、図式化し た例を示し ま す。

波高率 ＝ 1.41
純粋な正弦波です。

波高率 > 1.41
電流スパイ クです。
ス イ ッ チング電源のよ うな典型
的な非線形負荷です。

波高率 < 1.41
ト ッ プが平坦な電圧波形です。
非線形負荷の典型的な電源です。
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操作上のヒ ン ト

� 波形解析メニューは、 TPS2PWR1 電源アプ リケーシ ョ ンの

他のメニュー と異な り 、 メニューに入って も、 メニューか
らチャンネルをオン またはオフにし た り 、 セッ ト ア ッ プを
変更し た り する こ と はあ り ません。

� こ のメ ニュ ーで使用さ れる 値を、以下の図に詳し く 示し ま す。

� 測定値の後ろに疑問符 （?） が表示された場合、 および値の

代わ り に疑問符が表示された場合は、 値が範囲を超えてい
るか、 その他のエラーが発生し てお り 、 表示されている測
定値が無効で、 危険な電圧が発生し ている可能性があ り
ま す。 垂直スケールまたは垂直位置を再調整するか、 また
は前面－パネルの AUTOSET （オー トセッ ト ） ボタンを押
し て く ださい。

注： どの電源アプ リ ケーシ ョ ン測定を行 う にも、TPS2PWR1 アプ

リ ケーシ ョ ン ・ キーがイ ン ス ト ールされている必要があ り ます。
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位相角度

位相角度メニューの機能は、 三相の工業アプ リケーシ ョ ンでの
送電など、 アプ リケーシ ョ ンの効率を調べるのに役立ちます。 

た とえば、 これらの機能は、 異相電圧が三相モーターでのオー
バーヒー ト の一因と なっているかど うかの調査などに使用でき
ます。

チャンネルはそれぞれ独立し て絶縁されている ため、 各プロー
ブの基準 リ ー ド は、 被試験回路の基準ポイ ン ト に、 個別に接続
する必要があ り ます。

 モーターの可変速ド ラ イブの入力電圧の位相角度を測定するた
めのオシ ロ ス コープの配線方法の一例を、 以下の図に示し ます。
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1 2 3

P5120

警告 ： P2220 プローブ基準 リ ー ド が、 30VRMS を超えてフ ロー

テ ィ ング し ないよ う にし て く だ さい。 コモン ・ リ ー ド が 30VRMS

を超えてフ ローテ ィ ングする場合は、 高電圧プローブの定格に

基づいて、 P5120 （600VRMS CAT II または 300VRMS CAT III まで

フ ローテ ィ ング可能） または同様の定格の受動高電圧プローブ

か、 あ るいは適切な定格の高電圧差動プローブを使用し ます。
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Phase Angles を押し て、 位相角度メニューを表示し ます。 この
メニューでは、 三相電気システムの 3つのチャンネルの う ちの
任意の 2つのチャンネル間の位相角度が表示されます。 

3つの電圧プローブまたは電流プローブ と 4チャンネルのTPS2000
を使用する と 、 測定が簡単にな り ます。 プローブを逐一移動する
と、 2 チャンネルの機器を使用して測定を行う こ と も可能です。
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以下の測定結果が表示されます。 

メニュー項目 説明

Source CH1 -> CH2、
CH2 -> CH3、
CH1 -> CH3

2 チャ ンネルのオシロスコープを使用する場合、
チャ ンネル 1 と 2 の間の位相の違いしか表示され
ません。 三相測定を行う には、 プローブを移動す
る必要があり ます。

角度は、 度単位で、 -180° ～ +180° です。 

番号の小さ いチャ ンネルの波形が番号の大きい
チャ ンネルの波形よ り先行し ている場合は、 角度
が正の値にな り ます。 番号の小さ いチャ ンネルの
波形が先行し ているのではな く 遅れている場合は、
負の値にな り ます。 たと えば、 CH1 の波形が CH2
の波形よ り先行し ている場合は、 角度が正にな り
ます。 CH1 の波形が CH2 の波形よ り遅れている場
合は、 角度が負にな り ます。
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以下の図は、 各位相が完全に 120 度分離し ている場合 と 、 分離
が不完全な場合の結果の例を図式化し た ものです。 

CH1-CH2   CH2-CH3   CH3-CH1

CH1-CH2   CH2-CH3   CH3-CH1

U

125 125 110
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操作上のヒ ン ト

� このメニューは、 位相角度を計算し ます。 位相角度を余弦

が力率と な る角度 と し て測定するには、 電源解析メニ ュー
を使用し ます。

� こ のメ ニュ ーで使用さ れる 値を、以下の図に詳し く 示し ま す。

� 測定値の後ろに疑問符 （?） が表示された場合、 および値の

代わ り に疑問符が表示された場合は、 値が範囲を超えてい
るか、 その他のエラーが発生し てお り 、 表示されている測
定値が無効で、 危険な電圧が発生し ている可能性があ り
ま す。 垂直スケールまたは垂直位置を再調整するか、 また
は前面－パネルの AUTOSET （オー トセッ ト ） ボタンを押
し て く ださい。

CH 1

CH 2CH 3

CH 1 --> CH 3 CH 1 --> CH 2

CH 2 --> CH 3

注 ： どの電源アプリ ケーショ ン測定を行う にも 、 TPS2PWR1 アプ

リ ケーショ ン・ キーがイ ンス ト ールさ れている 必要があり ま す。
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高調波

高調波メニュー機能を使用する と 、 ソース波形の周波数スペク
ト ラム と 関連測定値を表示し た り 、 電源品質の問題について
突っ込んだ ト ラブルシ ューテ ィ ングを行った り する こ と ができ
ます。 

屋内配線内の電圧または電流の高調波を測定する ためのセッ ト
ア ッ プ例を、 以下の図に示し ます。

 

P3

P2

P1

S3

S2

S1

P3

P2

P1

S3

S2

S1

警告 ： P2220 プロ ーブ基準リ ード が 30VRMS を 超えてフ ロ ー

ティ ングし ないよ う にし てく ださ い。 コ モン・ リ ード が 30VRMS

を超えてフ ローテ ィ ングする場合は、 高電圧プローブの定格に

基づいて、 P5120 （600VRMS CAT II または 300VRMS CAT III まで

フ ローテ ィ ング可能） または同様の定格の受動高電圧プローブ

か、 あ るいは適切な定格の高電圧差動プローブを使用し ます。
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Harmonics （高調波） ボタンを押し て、 高調波メニューを表示
し ます。 オシ ロ ス コープに、 ソース波形の周波数スペク ト ラム
と 関連測定値が表示されます。



高調波

TPS2PWR1 電源解析ユーザ ・ マニュ アル 2-23

このメニューには、 以下のメニュー項目と 値が入っています。 

メニュー項目 説明

Source 測定するチャ ンネルを選択し ます。
CH1 または CH2 を選択できます。 4 チャ ンネルの
オシロスコープの場合は、 CH1、 CH2、 CH3、 CH4
のいずれかを選択できます。 
電圧波形または電流波形を使用し ます。

Setup Automatic （自動、 デフ ォル ト 値） または Manual
（手動） を選択し ます。

Show < 値 > 表示する高調波を選択し ます。

< 値 > は、All Harmonics （全高調波）、 Odd Harmonics
（奇数高調波）、 Even Harmonics （偶数高調波） のい
ずれかです。

Save Harmonics 高調波データ を コ ンパク ト フ ラ ッ シュ ・ カード上

のファイルに保存し ます。

ファイルの名前は、 HM1234.csv と い う形式を使用
し て自動的に割り振られます。 ファイルは、 コ ン
パク ト フ ラ ッ シ ュ ・ カード上の現在のフ ォルダ内

に保存されます。

このファイルには、 50以上のそれぞれの高調波に
関する以下の情報が格納されます。
振幅

基本高調波の比率
周波数
位相角度
保存を実行する と、 高調波の波形と基本タ イム ・
ド メ イ ン波形が保存されます。

高調波の .CSV フ ァイルは、 通常、 パーソナル ・
コ ンピ ュータ上で参照する こ とにな り ます。 この
ファイルの内容をオシロスコープに呼び出すこ と
はできません。 
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自動セッ ト ア ッ プ制御は、 高調波メニューに入った と きにはそ
れまでの設定を保存し、 高調波メニューか ら抜けた と きに設定
を元に戻すよ うにオシ ロ ス コープに指示し ます。

自動セッ ト ア ッ プは、 以下のこ と を行います。

� ソース ・ チャンネルの垂直位置を 0 に設定し ます。

� ソース ・ チャンネルの垂直カッ プ リ ングを DC に設定し、帯

域制限をオンにし ます。

� ソース ・ チャンネルの垂直スケールを信号振幅が少な く と

も 2目盛になる よ うに調整し ます。

� ト リガ ・ ソース を ソース ・ チャンネルに設定し ます。

� ト リガ ・ タイプをエッ ジに、 ス ロープを立上り に、 カッ プ

リ ングを DC に設定し ます。

� ト リガ ・ レベルを ソース ・ チャンネル信号の中間レベルに

調整し ます。

� 水平スケールを ソース・チャンネルの 3～ 5サイ クル分を取

り込める よ うに調整し ます。

� アク イ ジシ ョ ン ・ モード を平均に設定し、 平均ご と に 16波

形 と し ます。
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操作上のヒ ン ト

� All Harmonics （全高調波） を選択し た場合は最初の 50個の

高調波が計算され、 それ以外の場合は最初の 25個の奇数番
目または偶数番目の高調波が計算されます。

� オシ ロ ス コープには、 以下の値が表示されます。

� 選択された高調波の数

� 選択された個々の高調波の周波数 

� 選択された高調波の基本波の振幅と比率

� 選択し た個々の高調波の基本波に対する相対的な位相

角度

� 個々の高調波の詳細情報を表示するには、 オシ ロ ス コープ

の汎用ノブを回転させます。 ノブを時計回 り に回す と選択
されている高調波の番号 （1、 2、 3、 4 など） が大き く な
り 、 反時計回 り に回す と小さ く な り ます。 

� オシ ロ ス コープには、 同時に 13個の連続する高調波が表示

されます。 現在表示されていない高調波を表示するには、
表示されている最初の波を越えて時計回 り に汎用ノブを回
し、 その と き表示されていた最後の高調波に続 く 高調波を
画面に表示するか、 または表示されている最初の波を越え
て反時計回 り に回し、 その と き表示されていた最初の高調
波よ り前の高調波を画面に表示し ます。
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� 高調波アプ リケーシ ョ ンが表示するのは、 40Hz～ 450Hzの

周波数を持つ信号の高調波データだけです。 この範囲外の
基本周波数を持つ信号の高調波を表示し た り 、 基本波の高
調波ではない周波数のスペク ト ラム情報を表示するには、
演算メニューの FFT 機能を使用し て く だ さい。 FFT 機能で
は、 高調波アプ リケーシ ョ ン と同じ表示は得られません。

� 高調波メニューのセッ ト ア ッ プ制御が Automatic （自動） に

設定されている場合は、 高調波メニューに入る と 、 さ まざ
ま な設定値が高調波の表示に最適になる よ う に調整さ れ
ま す。 メニューを終了する と 、 オシ ロ ス コープは以前の設
定に戻 り ます。

� 手動セッ ト ア ッ プ：高調波機能用の波形を手動でセッ ト ア ッ

プする よ うに選択し た場合は、高調波メニューか ら抜けて も
オシ ロ ス コープが以前のセッ ト ア ッ プに戻る こ と はあ り ま
せん。
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� こ のメ ニュ ーで使用さ れる 値を、以下の図に詳し く 示し ま す。

� 測定値の後ろに疑問符 （?） が表示されている場合、 および

値の代わ り に疑問符が表示されている場合は、 値が範囲を
超えていて、 測定値が無効で、 危険な電圧が発生し ている
可能性があ り ます。 垂直スケールを再調整するか、 または
前面パネルの AUTOSET （オー トセッ ト ） ボタンを押し て
く だ さい。

2

3

4

5
7

9

注 ： どの電源アプリ ケーショ ン測定を行う にも 、 TPS2PWR1 アプ

リ ケーショ ン・ キーがイ ンス ト ールさ れている 必要があり ま す。
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サンプル結果

次に、結果を解析し ます。 以下の図で、 例をい くつか示し ます。

二次高調波や負荷のない電源
電圧信号のク リ ーンな高調波  
V(RMS) = 120 V
THD = 0

6 つの整流器を持つモーター
の可変速ド ラ イブの電圧の第
5次、 第 7次、 第 11次、 およ
び第 13次高調波   
V(RMS) = 120 V
THD = 135%

ス イ ッ チング電源の電圧の奇
数高調波 （第 3次、 第 5次、
第 7次、 第 9次、 第 13次）
V(RMS) = 120 V
THD = 90%
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スイッチング ・ ロス

ス イ ッチング ・ ロ ス機能を使用する と 、 IGBT ス イ ッチング電
源やそれ と同様の回路でのオン／オフ切 り替え時の電力損失の
特性を評価する こ と ができます。 ス イ ッチング ・ ロ スの機能を
使用するには、 電圧プローブ と電流プローブが必要です。

ス イ ッチング ・ ロ ス測定では、 可変速ド ラ イブの効率を評価で
きます。

ス イ ッチング ・ ロ ス を測定するためのセッ ト ア ッ プの一例を、
以下の図に示し ます。 絶縁されたフ ローテ ィ ング電圧プローブ
（P5120 など） または 1103 電源を必要と する電圧差動プローブ
（P5205 など） で、 デバイ スのコレク タ とエ ミ ッ タを接続し ま
す。 コレクタ電流を測定するには、 A622 のよ うな電流プロー
ブを使用し ます。

E

Vce

G

C

A622

P5120

警告： P2220 プローブ基準 リ ード が >30VRMS を超えてフ ローテ ィ

ング し ないよ う にし て く だ さい。 コモン ・ リ ー ド が 30V RMS を

超えて フ ローテ ィ ングする場合は、 高電圧プ ローブの定格に基

づいて、 P5120 （600VRMS CAT II または 300VRMS CAT III までフ

ローテ ィ ング可能） または同様の定格の受動高電圧プローブか、

あ るいは適切な定格の高電圧差動プローブを使用し ます。
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Switching Loss （ス イ ッ チング ・ ロ ス） ボタンを押し て、 ス イ ッ
チング ・ ロ ス ・ メニューを表示し ます。 オシ ロ ス コープには、
電圧および電流の ソース波形 と関連測定値が表示され、 瞬間的

な電力関数 (V * A)によ る演算波形も自動的にセッ ト ア ッ プ され
て、 表示されます。

警告： 感電を防止するために、Tektronix P5200 高電圧差動プロー

ブなどのグ ラ ン ド接続を必要と するプローブを、TPS2000 シ リ ー

ズ ・ オシ ロ ス コープで使用し ないで く ださい。 P5200 高電圧差動

プ ローブは、 グ ラ ン ド された入力を備えたオシ ロ ス コープを必

要 と し ますが、 TPS2000 シ リ ーズ ・ オシ ロ ス コープにはフ ロー

テ ィ ング入力 （絶縁入力） しか備え られていません。
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ス イ ッチング ・ ロ ス ・ メニューのページ 1 には、 以下のよ うな
メニュー項目が表示されます。 

メニュー項目 説明

ソース CH1 と CH2 または CH3 と CH4 のどち らかの組み
合わせを選択し ます （それぞれに電圧波形と電流
波形が入り ます）。 2 チャ ンネルのオシロスコープ
では、 CH1 と CH2 の選択肢しかメ ニューに表示さ
れません。 

V SAT 被測定デバイス （DUT） がオンになった と きのス
イ ッ チ間の飽和電圧を入力し ます。 この値は、
DUT のデータ ・ シー ト などに含まれています。

この値は、 前面パネルの汎用ノブを使用し て入力
し ます。

デフ ォル ト  
レベル使用

このボタ ンを押すと、 ターン ・ オン、 伝導、 およ
びターン ・ オフの範囲の決定にデフ ォル ト のレベ

ルが使用されるよ う にな り ます。

保存测量 このボタ ンを押すと、 スイ ッ チング ・ ロスの測定
値がコ ンパク ト フ ラ ッ シュ ・ カード上の CSV ファ

イルに保存されます。
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ス イ ッチング ・ ロ ス ・ メニューのページ 2 には、 以下のよ うな
メニュー項目が表示されます。 

メニュー項目 説明

オン開始 このボタ ンを押し てから汎用ノブを使用する と、
カーソルが移動し、 電圧波形エ ッジのパーセン
テージ ・ レベルにデフ ォル ト の 90%以外のレベル
を選択できます。

オン終了 このボタ ンを押し てから汎用ノブを使用する と、
カーソルが移動し、 電圧波形エ ッジのパーセン
テージ ・ レベルにデフ ォル ト の 10%以外のレベル
を選択できます。

オフ開始 このボタ ンを押し てから汎用ノブを使用する と、
カーソルが移動し、 電圧波形エ ッジのパーセン
テージ ・ レベルにデフ ォル ト の 10%以外のレベル
を選択できます。

オフ終了 このボタ ンを押し てから汎用ノブを使用する と、
カーソルが移動し、 電流波形エ ッジのパーセン
テージ ・ レベルにデフ ォル ト の 10%以外のレベル
を選択できます。
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ス イ ッチング ・ ロ ス ・ メニューのページ 3 には、 以下のよ うな
メニュー項目が表示されます。 

メニュー項目 説明

連続 
取込

このボタ ンを押すと、 オシロスコープに波形が継

続的に取り込まれ、 測定値が計算されて、 画面に
表示されます。

取込 N 回

後に停止

このボタ ンを押し てから汎用ノブを使用する と、
測定回数を設定できます。 このモードでは、 オシ
ロスコープは N 回の異なるア ク イジシ ョ ンに対し
て測定を実行し た後、 測定を停止し ます。 測定値
は内部的に保存されます。 画面上には測定値の平
均が表示されます。 スイ ッ チング ・ ロス ・ メ ニュー
のページ 1 の Save Meas. （測定結果の保存） を押

すこ と によ り、 N回の測定それぞれの詳細データ
を ファイルに保存できます。

ユニ ッ ト 測定結果をワッ ト 単位とジュール単位のどち らで
表示するかを選択できます。 被測定デバイスがど
の く らいの電力を消費し ているかを調べるには
ワッ ト を選択し、 被測定デバイス と その仕様を比
較するにはジュールを選択する と よいで し ょ う。



ス イ ッチング ・ ロ ス

2-34 TPS2PWR1 電源解析ユーザ ・ マニ ュ アル

以下のス イ ッチング ・ ロ ス測定値は、 目盛上に表示されます。

メニュー項目 説明

オン損失 デバイスがオフ状態からオン状態に遷移する と き
のデバイスの電力損失が、 ワッ ト 単位または
ジュール単位で表示されます。 

ターン ・ オン ・ ロスは、 ターン ・ オン開始から
ターン ・ オン終了までの期間の VA 波形の下の面積

です。

オフ損失 デバイスがオン状態からオフ状態に遷移する と き
のデバイスの電力損失が、 ワッ ト 単位または
ジュール単位で表示されます。 

ターン ・ オフ ・ ロスは、 ターン ・ オフ開始から
ターン ・ オフ終了までの期間の VA 波形の下の面積

です。

伝導損 オン状態で伝導中のデバイスの電力損失が、 ワッ
ト 単位またはジュール単位で表示されます。 

伝導損失は、 電流波形にデバイ スの飽和電圧を掛
け、 エ ッジ ・ レベルによ り定義された期間でそれを
積分する こ と によ り算出されます。電圧波形のレベ

ルは、伝導期間中に測定するには一般的に低すぎる
ため、 このアルゴリズムでは、 電圧波形ではな く
ユーザーが入力し た飽和電圧が使用されます。

総損失 ターン ・ オン ・ ロス、 ターン ・ オフ ・ ロス、 およ
び伝導損失の合計が表示されます。
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操作上のヒ ン ト

� ス イ ッチング ・ ロ スのアルゴ リズムでは、 ターン ・オン、

伝導、 ターン ・オフの 3つの期間の電力が測定されます。
こ のアルゴリ ズムは、 こ の 3つの期間の境界と なる次の 4つ
のタイ ミ ングを検出する こ と によ り 、 3つの期間を決定し
ます。

� 電圧波形の立下 りエッ ジの特定のレベル （デフォル ト

は 90%） をターン ・オンの開始と し ます。

� 電圧波形の立下 りエッ ジの特定のレベル （デフォル ト

は 10%） をターン ・オンの終了と し ます。

� 電圧波形の最初の立上が りエッ ジの特定のレベル

（デフォル ト は 10%） をターン ・オフの開始と し ます。

� ターン・ オフの開始後に初めて発生する 電流波形の立下

り エッ ジの特定レベル（ デフォルト は 10%） をターン・
オフの終了と し ます。 電圧波形によ り決定される他の
タイ ミ ング と違って、 こ のタイ ミ ングは電流波形によ
り決定されます。

� こ のメ ニュ ーで使用さ れる 値を、以下の図に詳し く 示し ま す。

I

V
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� このメニューのページ 2 を使用する と、波形のパーセンテー

ジ ・ レベルの立下 り箇所を示すカーソルをオンにする こ と
ができます。 汎用ノブを使用し てカーソルを動かし、 パー
センテージ ・ レベルを変更し ます。

ワッ ト 単位とジュール単位 ：

1 ス イ ッ チング ・サイ クルでの損失は、 ジ ュール単位で計算さ
れます。 1 ジ ュールは、 1ボル ト× 1 アンペア× 1秒です。 デ
フォル ト では、 損失はワ ッ ト単位で表示されます。 この値が
ジ ュール単位で表示される よ うに設定する こ と も可能です。
ワ ッ ト 値は、 ジ ュール値に ト リガ周波数 （これがス イ ッ チング
周波数にな る と想定） を掛け る こ と によ り計算されます。
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セ ッ ト ア ッ プ手順 ：

まず、 1 ス イ ッ チング ・サイ クルが表示される よ うにオシ ロ ス
コープをセッ ト ア ッ プする こ と か ら開始し ます。 一般的なセッ
ト ア ッ プ手順は、 以下の と お り です。

1. チャンネル 1 を電圧プローブでセッ ト ア ッ プし ます。 チャン
ネル・ メニューを使用し て、電圧プローブ減衰を設定し ます。
電圧プローブ ・ チッ プを IGBT コレクタに接続し ます。 基準
リ ード をエ ミ ッ タに接続し ます。

2. チャンネル 2 を電流プローブでセッ ト ア ッ プ し ます。 チャ
ンネル ・ メニューを使用し て、 電流プローブ ・ スケール ・
ファ ク タを設定し ます。 電流プローブを コレク タの脚部に
接続し ますまたは、 電流プローブをエ ミ ッ タの脚部に接続
し て もかまいません。 ただし、 エ ミ ッ タ電流にはゲー ト駆
動電流も含まれますが、 これがかな り の量になる場合も あ
り ます。 

3. ト リガ ・ ソース をチャンネル 1 に設定し ます。

4. AUTOSET （オー トセッ ト ） ボタンを押し て、 基本的なセッ
ト ア ッ プを行います。

5. ト リガ ・ ス ロープを Falling （立下 り ） に設定し ます。

6. ノ イズの多い信号があ る場合は、 前面パネルの ACQUIRE
（取込み） ボタンを押し てか ら、 サイ ド ・ メニューの
Average （平均） メニ ュー項目を押す と よいでし ょ う 。

7. 前面パネルの APPLICATION （アプ リケーシ ョ ン） ボタン
を押し てか ら、 サイ ド ・ メニューの Switching Loss （ス イ ッ
チング ・ ロ ス） メニュー項目を押し ます。

8. 電圧波形の 1つの立下 りエッ ジ と 1つの立上りエッ ジが見
える よ うに水平スケール と水平位置を調整し ます。

9. チャンネル 1 と チャンネル 2 の演算垂直スケール と垂直位
置を調整し て、 各波形の振幅が 2目盛よ り大き く な り 、 な
おかつク リ ッ プ されないよ うにし ます。
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オシ ロ ス コープの目盛領域の下側の部分に、 損失測定値が表示
されます。 測定に必要な波形情報が画面に表示されない場合
は、 計測値の代わ り に疑問符 （?） がオシ ロ ス コープの画面に
表示されます。

測定戦略 ：

電源ご と に異な る測定戦略が必要です。

測定する電源のス イ ッ チング周波数とデューテ ィ ・サイ クルが
一定で、 伝導時間が比較的短い場合は、 前述のセッ ト ア ッ プで
良好な結果が得られます。

信号のス イ ッチング周波数とデューテ ィ ・サイ クルは一定で、
伝導時間がターン ・オフやターン ・オンの時間に比べて長い場
合は、 3つの期間すべてを同時に正確に測定する こ と ができな
い可能性があり ま す。 こ の場合は、 水平位置コ ント ロ ールと水
平スケール・ コ ント ロ ールを使用し て位置と スケールをターン・
オンの範囲に合わせてか ら、 ターン ・オン ・ ロ ス を測定し ま
す。 次に、 位置と スケールをターン ・オフの範囲に合わせてか
ら、 ターン ・オフ ・ ロ ス を測定し ます。 最後に、 フル ・サイ ク
ルが表示される よ うにセッ ト ア ッ プを変更し てか ら、 伝導損失
を測定し ます。
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信号のス イ ッチング周波数は一定で、 デューテ ィ ・サイ クルに
ばらつきがあ る場合は、 Stop After N Measurements （N 回測定後
停止） 機能を使用する と良好な測定結果が得られる場合があ り
ます。 その場合は、 以下の手順を実行し ます。

1. 最も長いデューテ ィ ・サイ クルでのイベン ト を 1つのアク
イ ジシ ョ ンでカバーできる よ うにオシ ロ ス コープをセッ ト
ア ッ プし ます。

2. ス イ ッチング ・ ロ ス ・ メニューのページ 3 に移動し、 Stop
After N Measurements （N回測定後停止）モード を選択し ます。

3. ばらつきのあ るデューテ ィ ー ・サイ クルを伴 う測定か ら良
質なサンプルが収集できる よ うに、 汎用ノブを回転させて
N を十分大きい値に設定し ます。 適切な値を設定するには、
何度か試験を必要と する場合があ り ます。

4. RUN （実行） ボタンを押し ます。

5. オシロ ス コープが指定した回数の測定を完了した ら、 画面
に平均値が表示されます。 個々のアクイ ジシ ョ ンの結果を
確認するには、 ス イ ッチング ・ ロ ス ・ メニューのページ 1
に移動し、 Save Meas （測定結果を保存） ボタンを押し ます。
これによ り 、 コ ンパク ト フ ラ ッ シュ ・ カード の .CSV ファイ
ルに詳細データが保存されます。
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� 測定値の後ろに疑問符 （?） が表示された場合、 および値の

代わ り に疑問符が表示された場合は、値が範囲を超えている
か、 その他のエラーが発生し てお り 、表示されている測定値
が無効で、危険な電圧が発生し ている可能性があ り ます。垂
直スケールまたは垂直位置を再調整するか、または前面－パ
ネルの AUTOSET（オー トセッ ト ）ボタンを押し て く だ さい。

注： どの電源アプ リ ケーシ ョ ン測定を行 う にも、TPS2PWR1 アプ

リ ケーシ ョ ン ・ キーがイ ン ス ト ールされている必要があ り ます。
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dY/dt 測定値

このメニューは、 信号のス ロープ （変化率） を測定する場合に
使用し ます。

Y は電圧、 電流、 または電圧 と 電流の積を表し ます。

dY/dt 値を測定する ためのセッ ト ア ッ プの一例を、 以下の図に
示し ます。

L

N

E

A622

P5120

警告 ： P2220 プローブ基準 リ ード が 30VRMS を超えてフ ローテ ィ

ングし ないよ う にし てく ださ い。 コ モン・ リ ード が 30VRMS を

超えてフ ロ ーティ ングする 場合は、 高電圧プロ ーブの定格に基

づいて、 P5120（ 600VRMS CAT II ま たは 300VRMS CAT III ま でフ

ロ ーティ ング可能） ま たは同様の定格の受動高電圧プロ ーブか、

あ るいは適切な定格の高電圧差動プローブを使用し ます。
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前面パネルの Cursor （カーソル） ボタンを押し、 それによ って
表示されたカーソル ・サイ ド ・ メニューの Type （タイプ） ボタン
を押し て、 dY/dt 測定値を選択し ます。左下の目盛の近く に測定
値が表示されます。

カーソルを調整し て、 波形の測定する部分を変更し ます。
dY/dt 測定値は、 電源アプ リケーシ ョ ン ・ キーがイ ン ス ト ール
されている場合にのみ表示可能です。
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P5120 の仕様

表 2-1:内で太字になっている P5120 の保証仕様は、 『P5120 高電

圧受動プ ローブ取扱説明書』 （Tektronix 部品番号 071- 1463- 00）
の 「性能検査」 で確認済みの仕様です。未保証の仕様は代表値で
あ り （表 2-2 および 2-3）、 参考用の一般情報と し てご提供して
います。

こ の仕様は、 Tektronix TPS2000 シリ ーズのオシロ ス コ ープにイ ン
ス ト ールされた P5120 プローブに適用されます。機器は、表 2-4
に記載されている制限値を超えない環境に設置し、 少な く と も
20分間はウォーム ・ ア ッ プし てお く必要があ り ます。

表 2-1: 保証電気仕様

減衰
（DC カ ッ プリング ・ システム）

20X、 ±2%

周波数帯域 
（-3 dB、 DC カ ッ プリング ・ システム）

DCから 200MHz （TPS2024）
DC から 100MHz （TPS2012、
TPS2014）

最大定格入力電圧 IEC 1010- 1 イ ンス ト ール ・ カテ
ゴリ

II III

プローブ ・ チ ッ プ と プローブ基準の間
またはプローブ ・ チ ッ プ と アースの間
（図 2-1 を参照）

1000 600

プローブ基準と アースの間
（図 2-2 を参照）

600 300

安全性 UL61010B-2-031; 2003
CSA22.2 No. 1010.2-031, 1994
EN61010- 031 2002

IEC インス ト ール ・ カテゴリ カテゴリ II

IEC汚染度 2
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図 2-1: 最大電圧軽減曲線 （VRMS、 DC カ ッ プ リ ング）、 基準またはアー

スへのプローブ ・ チ ッ プ
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図 2-2: 最大電圧軽減曲線 （VRMS、 DC カ ッ プ リ ング）、 アースへのプ

ローブ基準
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図 2-3: 代表的な入力インピーダンス

表 2-2: 一般的な電気特性

立ち上がり時間 （システム）
オプシ ョ ンの BNC アダプ タ を使用し
て確認

< 3.6ns （TPS2012、 2014）
< 2.2ns （TPS2024）
代表値

入力抵抗 （システム）
図 2-3 を参照

5MΩ

入力位相 （システム） （図 2-4 を参照）

補正範囲 15pF ～ 25pF

入力キャパシ タ ンス （システム）
機器に接続し、 正し く補正し たプロー
ブ。 1MHz で確認

11.2pF
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図 2-4: 代表的な入力位相

--100

--90

--80

--70

--60

--50

--40

--30

--20

--10

0



P5120 の仕様

2-48 TPS2PWR1 電源解析ユーザ ・ マニ ュ アル

表 2-3: 代表的な機械特性

重量
（ア クセサリを含む）

0.26kg （0.57 lb）

ケーブル長 3m （+ - 3cm） （9.84ft）

表 2-4: 環境仕様

温度 動作時 ： 0 °C ～ +50 °C  

（+32 °F ～ +122 °F)

非動作時 ：-40 °C ～ +71 °C 

（-40 °F ～ +159 °F）

湿度 動作時 ：
最高 ： 50 °C （122 °F） ／ 60%RH

最低 ： 30 °C （86 °F） ／ 60%RH

非動作時 ：
最高：55 °C ～ 71 °C（131 °F ～ 160 °F）、

60%RH
最低 ： 0 °C ～ 30 °C （32 °F ～ 86 °F）、

≤ 90%RH

輸送 Tektronix規格062- 0937- 00リビジ ョ ンC

使用可能高度 動作時 ：4,600m （15,092ft）
非動作時 ：12,192m （40,000ft）
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